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示現会 関係者 各位 

国立新美術館からの要請を受けて示現会からは下記のように確認票を提出しました。つきましては、

写しを配付いたしますので改めて緊張感をもって徹底のご協力をお願いします。 

------------------------------------------------------------------------------------------

-------------------------------- 

公募団体における新型コロナウイルス感染拡大防止対策確認票 

以下の項目について、団体内で実施する対策について記載してください。 

対策が取れる事項については対策の具体的な内容を、対策が取れない事項についてはその理由を

記載してください。 

団体名  ：  一般社団法人 示 現 会  

代表者名：    理事長  成田 禎介  

来館について 

・入館時の関係者集中の防止 

 対策： 有  

注意喚起の文書とその図解をパネル化し会場内に掲示します。また、事務局やスタッフより、都

度・指摘・指導します。 

 因みに、バックヤード業務の場合は西門〔防災センター守衛所前〕入口付近の三密を防止す

るため同時開催の団体とは集合時間を３０分遅らして業務を開始しています。 

・会員、搬入・陳列業者への、来館時の注意事項、入館時の検温実施についての周知 

 対策： 有  

  注意喚起の文書〔事務局だより（会員から一般応募者含め）約 1,000 部送付〕により周知、徹底

の協力要請をしています。 

・団体の関係者の来館日時、緊急連絡先の把握 

 対策： 有  

  役員及び委員による当番表を作成し出欠管理のうえ常に把握しています。 

・搬入・搬出時の関係者集中の防止 

 対策： 有  

  注意喚起の文書を事前に送付し周知しています。 

 

バックヤード施設の使用について 

・バックヤード使用時の入室人数の管理 

 対策： 有  

 施設ごと入室可能人数の周知と管理、徹底をはかり、役員、各係班長・事務局より毎朝朝礼に

より注意喚起を行っています。 

・各施設の扉を閉めて作業する場合の理由と時間帯 

 対策： 有  

  基本的に扉は換気のために常に開放することで徹底しています。 

 

・昼食・休憩時の密集・密接の防止 



 対策： 有  

  基本的に既に会員には文書で周知し毎朝の朝礼でも注意喚起し、アクリル板を机に置き、飛沫

防止に努め、更に消毒液も設置しています。 

・備品の清掃・消毒の状況 

 対策： 有  

 基本的には、スタッフの専任により定期的に消毒を実施するよう徹底しています。 

   また、消毒液も設置しています。 

 

展示室について 

・鑑賞者への周知状況（発熱等がある方は来館を控えていただく、入館時の検温、観覧時間の分散、

会話を控える、など） 

 対策： 有  

  注意喚起の文書・図解・東京都の「感染防止徹底宣言ステッカー」を取得しパネル化して会場内

に貼付するなど徹底します。 

・展示室内の休憩場所での対策 

 対策： 有  

  会場内のソファーを離して設置し、間隔をとります。また、間隔を離せないソファーには空ける表

示を作成し貼付します。 

・受付カウンター、物品販売エリアでの対策 

 対策： 有  

  お客様への感染防止により、スタッフは、フェースガード、マスク、ビニール手袋の着用、アクリル

板設置による飛沫防止に務めます。 

   また、消毒液も設置し、スタッフが定期的に備品等の消毒も行います。 

   更に、入口券売場、絵はがき販売エリアでは行列の際には間隔を空けて頂くよう 

  白いテープ等の表示を行い徹底するようご協力のお願いにも努めます。 

以上 


